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	NISHIYAMA Taisuke
	1. 研究の仮説
	本校では，子どもたちがこれから活躍するであろう将来を見据え，あるべき学びの姿を考えてきた。平成24年度から29年度までの６年間，様々な研究や実践を積み重ね，その成果と課題を踏まえて一つの形になったものが「創造的な学び」である。「創造的な学び」は手がかりを見いだしたり，考えを拡げたり，よりよいものへまとめたりする学習過程を充実させ，その中で，生徒が「能動性」・「独自性」を大いに発揮し,「協働」しながらよりよい考えやものを創り出していくことを目指すものである。この「創造的な学び」は平成29年に告示...
	2．研究主題，研究仮説設定の理由
	⑴　『未来』から考えられること
	これから訪れる未来の展望については多くの研究者や専門家が様々な予測を立てている。例えば，平成28年12月に厚生労働省が公開した，「働き方の未来2035」という報告書では，未来に起こると考えられる社会の構造的変化や働き方の変化について詳しくまとめられている。私たち教師は子どもたちがいずれ遭遇するであろう様々な変化を見据えた「学び」を考えていかなくてはならない。以下にどのような変化が起こりうるのか，その具体について示す。
	ア　少子高齢化に伴う労働力人口の減少から考える～「協働」することの重要性～
	まず，世界と日本の人口の関係性に明らかな変　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化が起こると考えられる。図１にあるように，2035年には，世界の人口が大きく増加する予測がある一方で，私たちの住む日本の人口は，約13％減少する見通しである。少子高齢化は更に進むので，高齢化率は現在より約７％増加する。その結果，日本の労働力人口は現在より減少し，足りない労働力を補うために，今以上に高齢者や女性が職場で活躍し，外国人人材の受け入れを積極的に増加させることが求められる。よって，未来の社会では，今以上に...
	イ　技術革新の進展から考える～「能動性」・「独自性」を発揮することの重要性～
	図２にあるように，オックスフォード大学で人工知能の研究を行うマイケル・オズボーン氏が2014年に行った研究発表と同様に，多くの専門家が，ＡＩ（人工知能）の飛躍的な進歩をはじめとする技術革新の進展により，社会の構造や働き方が大きく変わるだろうと予測している。しかし，そのＡＩに働く目的を「与える」のは私たち人間である。よって，未来においては，私たちは受け身になり，与えられる側になるのではなく，「能動性」を発揮して与える側になることが重要になると考えられる。さらに，人間としての強みは何かを考え，コンピュ...
	⑵　授業改善をする上で『目指す生徒像』～生徒の実態を捉えながら～
	それでは，目の前にいる生徒の実態はどのような状況だろうか。図３は平成24年度に本校生徒の実態を確認するために行ったアンケート結果の一部である。この結果を見ると本校生徒は「能動性」や「独自性」を十分に発揮したり，「協働」したりするためにはまだまだ課題を残す状態であった。しかし，このような悩みは本校だけではなく，多くの学校が抱える課題ではないだろうか。
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